霊長類における上顎骨の成長抑制に関する実験的研究(III 共同利用研究 2.研究成果) by 伊藤, 学而
Title霊長類における上顎骨の成長抑制に関する実験的研究(III共同利用研究 2.研究成果)
Author(s)伊藤, 学而










三本 広子 (同 上)




































































石原 志勢 (立教大 ･一般教育)
昭和46,47,'1.'･皮にひき続いて,ヒトをふくむ霊長現の
袈Ir'1･動作な紋然し,とくに手と顔を中心とした串良の
ニホソザルにつき8ミ1)映画の撮影を行なった｡現在,
それらの汽料を分析してい,る.
これまでの報告同様,意識的行動の場合には左右非対
称性迎動が観察された.平地を四足歩行する脚こは,時
相を輿にした周期的左右対称運動を行なう｡平地なら
は,左右均衡のとれた肌性的な四肢迎動な行なうことに
よって,直線的に前進できるばかりでなく,また,劾串
がよ'い｡ところが,樹上 的｢札 J.tJly)などのような足J,iJ
の悪いところを移動する掛こは,つねに四Jkt'の新地位把
を確認しなければならず,そのために,非対称性迅動な
2)糠塚証紙(火北大･餌)との共同研究｡
3)春原志動 "左は左,右は右"｡r白然12921!7号,97
-105rf,1974年7Jl｡
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